
 

 

研修Ⅰ 教育相談に関する研修より 
  

夏期研修では各校において児童の心のとらえかたや児童・生徒の心に寄り添った指導について、主幹
教諭の先生方と臨床心理士の井上先生のお話をもとに考え、理解や指導を深めることができました。 

また研修結果や研修についての反省でだされた意見の中にはこれかの指導に生かしていける視点が
たくさんありました。研修を通して学んだことをこれからの指導に生かし、揖斐郡の児童生徒の笑顔が
増えていくとよいと思います。 

１ アンケートの集計 

揖斐郡内で３８８名の先生方が研修に参加 A B C D 

① 研修の内容を通して自分の
実践や児童の心のとらえ方
について振り返るきっかけ
になりましたか。 

２１４人 １６９人 ５人 ０人 

５５％ ４４％ １％ ０％ 

② 研修内容を通して児童の抱
える問題やそれに対する指
導や支援の仕方の知識等を
得ることができましたか。 

１８６人 １９１人 １１人 ０人 

４８％ ４９％ ３％ ０％ 

③ 研修内容を夏休み明けから
の自分のかかわる児童への
指導に生かす見通しがもて
ましたか。 

１９３人 １８５人 ３人 ０人 

５０％ ４８％ ３％ ０％ 

 

２ 夏期研修Ⅰから学んだことや指導について考えたこと（意見・感想等） 
 
１ 日常の指導・児童生徒への接し方について 
 
① 日常の指導について 
 普段の学校生活と変わらず、「子どもの話によく耳を傾ける」ことは大切なのだと考えた。 

 共感し、価値づけていくことの大切さを再確認できたので、余裕をもって対応していきたい。 

 子どもたちの立場に立って、子どもたちとコミュニケーションをとっていきたい。 

 休み時間・授業・掃除など多くの場面で様子を見て気付くこと気になることを話題にしていきたい。 
 日々の児童把握を基に、児童の声を聞き、様々な連携ができることが大切だと感じた。"  

 教育相談における声かけの仕方について感情と行動に分けること（嫌だったけれど、頑張ってでき
たね等）の大切さについて、改めて確認できた。郡Ｐでも、資料を活用し研修できた。 

 子どものことは、子どもに聞く、声をかける、様子を観察する。ということを大切にし、職員同士
の情報交流や保護者への啓発、支援などを行っていきたい。 

 担任ではない分、全校児童の様子に目を配ったり、担任の先生が気付かないところを見たりして、
児童の変化に気付き、早めの声かけや職員間の情報共有に努めたい。 

 ゲーム依存、ヤングケアラー、自傷行為、不登校など、どの問題も家庭との連携が欠かせないこと
であり、学校としての指導には、職員が共通理解をし、組織としての対応が大切であることを確か
めることができた。 

 ゲーム依存やヤングケアラーの問題に対しては、学校のみならず、家庭の教育力と関係諸機関の連
携をもてるとよい。 

 学校では何ができるのかを考え、子ども達がワクワクするような学びや、活動を工夫し、所属感や
達成感を味あわせることが大切である。 

 自分が担当する生徒，関りをもつ生徒を一人一人（特に気になる生徒）について，具体的なイメー
ジ，手立てを描くことができた。 
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 子どもたちとの会話を大切にし、心を開放することのできる学級経営を行いたいと思った。 

 学業不振の児童を出さないよう教材研究を深めていきたい。 

 コロナによって生活、心、学習など様々な部分で影響を受
けた生徒へのケアは、今後何年もかけて継続して行って
いく必要があると感じました。 

 臨床心理士の井上先生の専門的な話がもっと聞けるとよ
かった。 

 

② ゲーム依存への対応について 
 

 ゲーム依存の傾向が見られる児童について、感情と行動を分
けて捉え、共感・承認の声かけが大切だと感じた。 

 ゲーム依存を疑う児童も多いが、感情と行動を分けて声をかけていきたい 

 自傷行為への対処法、心のバランスを崩す子への対処法を学ぶことができた。ゲーム依存になると
感情コントロールがきかず、成長期の子どもの脳を変化させることがわかり、ゲーム依存の怖さを
家庭に知らせる必要がある。 

 自傷行為やゲーム依存は本校でも見られる。保護者へのケアの大切さはわかるが、学校はどこまで
やるのか、どこからが他の機関につけてもらえるのかを知りたい。 

 教職員という立場だけでなく、一人の親としても考えさせられる内容であった（ヤングケアラー、
ゲーム依存症） 

 低学年でも、ゲーム依存の児童がみられるので指導と見届けを行っていくとともに、学級内のゲー
ム依存の児童に対して、その保護者にも改善の方向を出す必要がある。 

 低学年のうちからゲームに関わるルール作りや管理の仕方について家庭の教育力を高めたい。  

 ゲーム依存の８つの兆候は一つでもあてはまれば危険な状態に近づいていることを認識して保護
者に啓発していきたい。 

 コロナ禍で、児童には高ストレスがかかっている。そのス
トレスをゲームではなく、学校の集団活動で発散できるよ
うにすることが大切だと学んだ。 

 ゲーム依存は、１日につき決められた時間のみやっている
か、昼夜逆転していないかの確認が第１次的なスクリーニ
ングになる。どんなゲームをやっているのか、そのうちゲ
ームの種類わけも必要になってくるのではないか。 

 ICT の活用との表裏一体のような部分もある。（学習アプ
リは、ゲームは） 

 ゲーム依存や SNS 依存の生徒は保健室でもその片鱗を感
じることがあります。まずは職員でその生徒の背景を把握
しながら、ＳＣや関係機関につなげていく必要を改めて感
じました。子どもの声を聴き、心に寄り添うことが大切。" 

 

③ コロナ禍での対応について 
 

 コロナ禍において児童の心の中にどのような影響があるのかを学ぶことができた。少しでも児童の
ストレスを軽減するためにできる活動を考えていきたい。 

 コロナ禍で教員対応の質を求められる中、子どもたちに大きなストレスや情緒不安、ゲーム依存な
どコロナ禍で更に健康課題が増加している。感染症を予防することも大切だが、それ以外の健康課
題防止のためにできることを実践していきたい。養教としては特にメンタルヘルスに関することに
取り組んでいきたい。 

 児童が抱かえている家庭の状況に加えてコロナ禍で子どもにはとてもストレスがかかっているの
で配慮し寄り添いながら、声をかけたり話を聞いたりすることが大切だと感じた。不安な気持ちに
寄り添うことが大切。 

 保護者、大人の不安・不安定に対し学校職員が関わり、変化を促すのは容易ではない。ゲーム、携
帯依存は与える段階で安易に想像できる。与えた側が責任を持つべきであり親が踏ん張るしかない。
学校のみが努力しても難しい問題である。 

 話を聞く、大きな声を出す、紙に書くなど学校でできることが多くあることがわかった。コロナ禍
で子どもたちの抱えるストレスにいち早く気付くことの大切さ痛感した。相談しやすい環境づくり
について考えていきたい。 

 コロナ禍で遊びが制限され、子どもに負担がかかり、心が不安定になるので話す場所や機会を提供
できるように心がけていきたい。表に出ていないがストレスをためている児童がたくさんいること
がわかったので、児童の話をできるだけ聴けるように、話しかけていきたい 



 児童・生徒の自殺者数は 2017 年以降、確実に増え続けているが、コロナ禍の影響がどのように子
ども達に及んでいるかを考えるよい機会になった。 

 コロナによって制限がたくさんあるだけではなく、マスクをしていることで表情が見えないなど不
便なこともあるので、関りをしっかりもつことで児童の変化などにいち早く気が付けるようにして
あげたい。 

 コロナ禍で「個人的に話をしてくる子が増えた」という子どもの実態があるのに、自分ではそのよ
うに感じていないので、子ども個々とのコミュニケーションを意図的に図る必要性を感じた。 

 自粛生活の中で、外部とのつながりが希薄になってきている。児童・生徒の心の発達を考えると危
機的な状況にある。まともな学校生活を送れぬまま１年半が過ぎ、貴重な「中学生」である時間が
奪われつつある。やれる範囲で充実感をもたせる学校生活を考えていくことで、心の発達を正常に
促していきたい。 

 

２ 児童生徒の心や状況に寄り添うことについて 
 
① 児童の心の把握について 

 

 外から見ると子どもに大きな変化は見られないものの、内面ではスト

レスを強く感じているということを知り、怖いなと感じた。家庭での

様子にも気を配ったり、少しの変化にも気付けるようにしたい。 

 子どもだからとひとくくりにすることなく、一人一人のストレスを明

らかにして一緒に対処法を考えていきたい。 

 あなたは大切な人であると寄り添って話を聞くことが大切であると

実感した。 

 ストレスを感じている児童が７割いること知り、日頃から信頼さるこ

との必要性を実感できた。 

 子ども達が思いや悩みを「話してもいいな」と思える教師になりたい

と思った。また、話しやすいだけでなく、受け止められる心のゆとり

も持たなければいけないと思った。 

 子どもの心に寄り添うことはもちろん、指導に悩む先生方の支えにな

れているか等、振り返るよい機会となった。 

 子どもたちの気持ちを理解するために話を聞き、行動と感情を分けながら声掛けをしていきたいと

思いました。ぜひ、保護者にも伝えたいと思う研修でした。 

 笑顔で、じっくり聞く耳をもちたいと思った。 

 カウンセラーになったつもりで、不安を抱える子どもの声をじっくり聴きたい。 

 子どもたちは欲求が満たされなくても、口や行動で表すことができないことがある。そのサインを

見つけられるようにしたい。 

 目に見える落ち着きで満足するのでなく，より注意深く見守ることが大切だと感じた。ゲーム（ネ

ット利用）も含め，進路等のストレスを抱えた結果，色々な行動の変化が出てくる可能性もあるの

で，それを忘れず，子どもたちの様子を見守り，情報の把握に努めたい。 

 大人でさえ不安定になりそうな状況であり、子どもたちはなおのことだと改めて思いました。何が

不安か口にし難い子、できない子もいると思うので、少しでも話を聞く時間、ほっとする時間を共

有できたらいいなと思います。 

 

② ヤングケアラーについて 

 

 ヤングケアラーも新聞等で知っていたが、もし担任したクラスにいた場合を考えると、具体的にど

ういった支援ができるかをもう少し一歩踏み込んだ内容も知りたいと思った。 

 ヤングケアラー、自傷行為、既に該当している子が浮かびました。不安を抱えて登校してきた子ど

もたちと安心して暮らせる学校づくりを考えて乗り越えたいです。 

 子どもが親や社会から認めてもらえる機会が少なくなりつつあると感じた。 

 ヤングケアラーや自傷行為は現在のところ本校ではあがっていないが、「そうであるかもしれない」

という意識をもち、子どもたちの様子をしっかり見届けたい。 

 ヤングケアラーが１７人に１人いるという割合の高さを思うと、労いの言葉だけでもかけてあげら

れるようにしたいと思った。自校の実態もぜひつかみたい。 

 ヤングケアラーの方法とその実態，ゲーム依存の実態と対処法が参考になりました。 

    


